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冬期湛水田における土壌物理性と化学性の関係 

Relationship between Physical and Chemical in Winter Flooding 
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1 研究の背景と目的 

水田の冬期湛水は生物多様性の向上や水質浄化といった水田の環境面への効果（嶺田

ら 2004）のほか、雑草抑制などの営農面への効果（金子･中村 2009、櫻井･矢野 2009）も

明らかになっている。一方で、冬期湛水が土壌の理化学性に対する影響についてまだ十分

に明らかにされていない。前年度の調査結果から、冬期湛水が土壌理化学性及び周辺の地

下水位にも影響を与える事を確認できた。  

本研究では、前年と同様の、冬期湛水が土壌の理化学性と地下水位に与える影響に関

する影響加え、冬期湛水田でも下方浸透量の差異による土壌理化学性の違いについて検討

した。 

2 研究の方法 

研究の対象地は、過去 10 年間冬期湛水が行われてい

る相模川左岸土地改良区内の水田（海老名市下今泉）

とした。冬期湛水は例年 12 月～翌年 3 月にかけて行

われている。冬期湛水実施田の 2 区（以下、湛水西区、

湛水東区）において、それぞれの 3 地点から、1～5cm、

5～10cm、10～15cm、15～20cm、20～25cm、25～30cm の

6 層、の土壌サンプルを採取した。物理性では真比重

試験、粒度試験（ピペット法）を、化学性では強熱減

量試験、SFP-3（土壌・作物体分析総合装置）を用いた

土壌肥料成分分析（K₂O、MgO、CaO、P₂O₅、NH₄-N、NO

₃-N）を行った。 

湛水田における下方浸透量の推定を目的に冬耕起

実施地と非実施地で減水位調査を実施した。調査は冬期湛水実施期間も 12 月にそれぞれ

の場所につき 3 地点で漏水量迅速測定器を用いて行った。 

地下水位の測定は、実施田(A 水田)と慣行田(B～D 水田)にダイバー水位計(DIK-615A)

により行った。2019 年 11 月から 2 地点増やし計 4 地点で測定を行った。冬期湛水田から

の距離は B<C<D となっている。 

3 結果と考察 

粒度試験の結果、湛水西区の 15cm 以深では砂分が高かった。湛水西区は相模川本流に近

く粗粒分が高く、水の下方浸透も大きいことが伺えた。 

化学性分析の結果のうち、無機態窒素では慣行田よりも湛水田で値が小さく、NO₃-N の

割合は湛水西区で湛水東区よりも高かった。これは、冬期湛水により土壌中の窒素が流亡

していること、下方浸透の小さい湛水田の方が還元的であることを示唆している。 
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図 1. 調査地点   
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有機物含有量や K₂O, MgO, P₂O₅は、湛水西区は湛水東区より低くなる傾向にあった。

これは湛水西区の透水性が大きいことが冬期湛水期により下層へと流亡したためと考えら

れる。 

地下水位計測の結果、実施田の地下水位の上昇はもちろんのこと、慣行田での地下水

位の上昇が確認された。このことから、冬期湛水によってもたらされる地下水の涵養効果

は実施田だけでなく、その周囲にもおよんでいることが明らかとなった。4 地点での結果

から周囲に与える影響は、実施田から約 100m の範囲と考えられる。  

第 4 章 総括  

 土壌の透水性が土壌の化学性に大きな影響をおよぼすことが示唆された。そのため、冬

期湛水を実施するには漏水防止のための床締めなど、十分な基盤整備が必要と考える。  
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図 2. 無機態窒素濃度  図 3. 各地点の P₂O₅濃度  

  

図 4.地下水位標高の変動状況（日別変動） 
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